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研究成果の概要：本研究は日本語母国語話者の外国語における心内辞書の影響をさらに明ら

かにするために、６つの実験を実施した。これらの実験結果を基に Imai et al. (2006)のスペイ
ン語母国語話者の第二言語（英語）の語彙理解に関する研究と研究代表者が平成 16 年・17
年に科学研究費（若手研究（B））で行った日本語母国語話者の第二言語（英語）の語彙理解
における研究の２つの相違点について検討を行った。その結果、上述の２つの相違点は、刺

激語の違いと日本人実験参加者の英語力（英語初級・英語上級）に基づく可能性が高いこと

が明らかになった。 
 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 1,200,000 0 1,200,000 

２００７年度 1,000,000 0 1,000,000 

２００８年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度    

  年度    

総 計 3,200,000 300,000 3,500,000 

 
 
研究分野：音声学 
科研費の分科・細目：言語学・音声学 
キーワード：音声語彙認識、語彙隣接語効果、外国語理解、心内辞書 
 
 
１．研究開始当初の背景 
人間の音声語彙認識のメカニズムについ

ての研究はここ３０年の間に活発に行われ

るようになってきた。それらの研究成果から、

いくつかの優れた成人の音声語彙認識モデ

ルが提案されてきている。それらの共通認識

は、成人の音声語彙認識には心内辞書

（Mental Lexicon）の存在が必要不可欠であ
るという点であるが、心内辞書それ自体につ

いて言及するモデルは稀である。その中で、

Luce と Pisoni (1998)を始めとする一連の英
語の研究は、心内辞書にある語彙の音の類似

性に基ついて整理され、語彙ひとつひとつに

対して聴覚的に似た語彙（隣接語）がどれだ

けその言語に存在するか、また、それらの頻

度がどのぐらいであるかが音声語彙認識に

影響を及ぼしている可能性が高いことを明

らかにした（隣接効果）。英語の研究結果を

基に、研究代表者は博士論文において同様の

実験を行うことにより、日本語の音声語彙認
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識おける心内辞書の語彙間の隣接効果を明

らかにした。また、心内辞書に蓄積されてい

る語彙は複数の音韻表示をもち、それらのど

ちらも音声とのマッピングに使われる可能

性があることも明らかにし、音声語彙認識モ

デルにおいて、音素に基づく抽象的な音韻表

示と詳細な音声情報を含んだ音韻表示の両

方を想定する必要があることもあわせて主

張した。 
研究代表者が行った博士論文での研究結

果に基づき、平成 16 年度・17 年度には科学
研究費（若手研究（B））の課題として、日本
人母国語話者の日英語の音声語彙認識にお

ける心内辞書の語彙間の隣接効果について

研究を行った。その結果から、二つのことが

明らかになってきた。一つ目は、隣接効果は、

普遍的に母語の語彙理解に影響を及ぼして

いる可能性が高いことである。この結果から、

英語母国語話者だけではなく、日本語母国語

話者においても、母語の語彙認識において心

内辞書の語彙間の隣接効果が影響を及ぼし

ている可能性が高いことが明らかになった。

それにより、研究結果は音声語彙認識の普遍

的モデルの構築に寄与するデータと位置づ

けられる。二つ目は、日本語母国語話者が外

国語（英語）の音声語彙認識においても心内

辞書が影響している可能性がある点である。

日本人は第二言語として英語を学習してお

り、その高度な英語力の習得が必要不可欠で

あると考えられている。英語習得の過程にお

いて、日本語同様に、英語の心内辞書を形成

していると考えられるが、心内辞書に蓄積さ

れている英語語彙の音韻表示がどのような

ものであるのか、またどのような音韻表示が

音声とのマッチングに用いられているか、第

二言語であっても語彙間の隣接効果が認め

られるかなど、英語音声語彙認識の過程につ

いてはよくわかっていない。第二言語習得に

おける、音声語彙理解の心内辞書の役割につ

いて検討を行った実験結果から、日本語母国

語話者には英語を理解する際にも心内辞書

の影響があることが明らかになってきた。た

だ、そのパターンは研究代表者が過去の研究

結果から導き出した結果とは異なるもので

あった。更に、Imai et al. (2006) の研究

が発表され、心内辞書とその音韻表示に関し

てスペイン語母国語話者の英語語彙認識に

は心内辞書の語彙間の隣接効果の影響やそ

のほかの心内辞書があるという結果が報告

されているが、研究代表者が実施した研究の

日本語データとは異なるものでもあった。 

研究代表者が平成 16年・平成 17年度に実

施した科学研究費課題（若手研究（B））では、

Imai et al. (2006) が学術誌に発表される

前の国際会議で発表された Imai et al. 

(2004) を基盤としており、実験方法は Imai 

et al. (2006) と同じであるものの、Imai et 

al. (2006)と研究代表者が平成 16 年・平成

17年度に実施した科学研究費課題（若手研究

（B））では少なくとも２つの異なる点がある。 

一つ目は、実験に用いられた刺激語の違い

である。研究代表者が平成 16年・平成17年

度に実施した科学研究費課題（若手研究（B））

で用いられた刺激語は、Imai et al. (2004) 

に述べられている刺激語の条件から選択し

たが、刺激語が詳細に述べられているImai et 

al. (2006) で実際の刺激語と比較してみる

と、平成 17 年度に実施した科学研究費課題

（若手研究（B））で使用した刺激語のほうが、

語頭や語末に子音連鎖が含まれている刺激

語の比重が高く、どちらかというとより複雑

な構造を持っている。この刺激語の語彙の構

造の違いが実験結果の差異をもたらした可

能性がある。 

もう一点は、被験者の外国語力（英語力）

の違いである。Imai et al. (2006) の実験

対象者は米国に最低５年以上の住んでいる

スペイン語母国語話者である。これに対し、

平成 17 年度に実施した科学研究費課題（若

手研究（B））の実験参加者は大東文化大学の

１年生で、海外滞在経験がない標準的な日本

語母国語話者である。英語力に直接的に関係

があると考えられる英語圏滞在年数の違い

が２つの研究の結果の差異の原因であるこ

とは十分考えられる。 
現時点においては、Imai et al. (2006) の
研究と平成 17 年度に実施した科学研究費課
題（若手研究（B））を直接的には比較するこ
とは困難である。しかしながら、外国語の音
声言語理解の普遍的なメカニズムを解明す
る上で、この２研究の相違が言語の個別性を
表しているものであるのか、それとも上述し
た2つの異なる要因に帰依しているかを明ら
かにしていくことは重要なことであると考
えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、本研究では日本語母国

語話者の英語音声語彙認識における語彙間
の隣接効果に関しての実験を行うことによ
り、その実在性と心内辞書の日本語と英語語
彙の音韻表示について更に検討を行うこと
である。 
本研究では特に研究代表者が平成 16 年・
17 年に実施した科学研究費課題（若手研究
（B））と Imai et al. (2006)の研究で生じて
いる２つの相違点に着目し、研究結果の再検
討を行うものである。 



３．研究の方法 

本研究は日本語母国語話者の外国語にお
ける心内辞書の影響を更に明らかにするた
めに、6つの実験を実施した。 
Imai et al. (2006) の刺激語を用いて、

日本語母国語話者（英語初級）、日本語母国
語話者（英語上級）、英語母国語話者の比較
対照研究として、３つの実験参加者群（英語
母国語話者と日本語母国語話者）と２つの刺
激語群（英語母国語話者によって録音された
刺激語と日本語母国語話者によって録音さ
れた刺激語）の組み合わせによる６つの実験
を実施した（表１参照）。 
 

表 1：実施実験一覧 

 

 

実験参加者群 刺激語群 

実験１ 日本語母国語

話者（英語初

級） 

日本語母国語

話者録音 

実験２ 日本語母国語

話者（英語初

級） 

英語母国語話

者録音 

実験３ 英語母国語話

者 

日本語母国語

話者録音 

実験４ 英語母国語話

者 

英語母国語話

者録音 

実験５ 日本語母国語

話者（英語上

級） 

日本語母国語

話者録音 

実験６ 日本語母国語

話者（英語上

級） 

英語母国語話

者録音 

 
刺激語は隣接語数（高い語群と低い語群）

と語彙頻度（高い語群と低い語群）を考慮し
た Imai et al. (2006) の研究で用いられた
ものと同一のものを用いた。 
刺激語は英語母国語話者と日本語母国語

話者によって録音した。英語母国語話者の実
験は、米国ミネソタ大学でセントポール・ミ
ネアポリス周辺の住居者を対象として実施
したため、刺激語はミネソタ州出身の英語母
国語話者によって録音を行った。日本語母国
語話者に関しては、発話される英単語に日本
語の音韻特徴が顕著に見られるが、英語の単
語をはっきりとためらいなく、はっきりと発

話できる話者を録音した。 
Imai et al. (2006) の実験方法は、刺激
語をノイズの中で提示し、実験参加者はその
単語を解答用紙に書き、その語彙認識率によ
って心内辞書の語彙間の隣接効果について
判断するという方法であった。Imai et al. 
(2006) では、残念ながら反応時間を測定す
る実験機材が存在しなかったために、反応時
間を測定することは出来なかったが、語彙認
識率だけではなく反応時間のデータもある
ことが望ましいと記述している。本研究では
反応時間の測定が可能であるために、コンピ
ューター制御により語彙認識率と反応時間
の両方を測定した。 
実験参加者については、日本語母国語話者
（英語初級）は大東文化大学に在籍し、英語
圏に渡航経験のない東京方言話者である。英
語母国語話者は、米国ミネソタ州立大学に在
籍し、セントポール・ミネアポリスに在住す
る学部学生である。日本語母国語話者（英語
上級）は、英語での日常生活に支障がない英
語力を有すると思われるセントポール・ミネ
アポリスに在住する日本語母国語話者であ
る。 

 

４．研究成果 
一連の実験の結果は以下の２点を示して
いると考えられる。 
第一に、実験 1から実験 4の実験結果のパ
ターンは、研究代表者が平成 16 年・17 年に
科学研究費（若手研究（B））の結果と異なる
パターンであった。このことから、Imai et al. 
(2006) と平成17年度に実施した科学研究費
課題（若手研究（B））の相違は刺激語による
可能性が高いと言える。だだし、今回の実験
結果は Imai et al. (2006)研究結果とも同じ
もの同定できるかどうかについては、慎重に
検討する必要がある。 
第二に、Imai et al. (2006)と研究代表者
が平成 16 年・17 年に科学研究費（若手研究
（B））の結果の相違は、日本語母国語話者の
英語力と Imai et al. (2006)のスペイン語話
者の英語力の違いに起因するという可能性
が高い。実験 1・実験 2 と実験 5・実験 6 の
パターンは異なっており、英語力が英語音声
語彙認識に影響を与えて可能性は極めて高
いと言える。 
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